
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウィルスの対応について  

令和 2 年度 第 1 号 令和 2 年 4月 22 日発行 

発行 社会福祉法人 しいの木会 

住所 市原市糸久 45－2 

電話・FAX 0436－63－3180 

0436－63－4616 

URL：http://shiinokikai.jimdo.com/ 

blog：http://blog.canpan.info/shiimokku/ 

E-mail:shiinoki@pony.ocn.ne.jp 

（配布物で既に周知しました内容です） 

① 手洗い、うがい、消毒の徹底 

② 納品、販売、買い物等、外出の自粛 

・利用者さんの活動は、シーモック及びプチ・シーモック内のみとする 

・販売、納品等、必要な場合は職員で対応する 

③ 毎朝検温をし、気になる症状がみられる場合は、自宅待機とする 

・微熱があるときは通所しない 

・咳や倦怠感などの症状があるときは通所しない 

・判断がつかないときは医療機関等に相談する 

④ マスクの着用 

・送迎車内、シーモック及びプチ・シーモック内ではマスクを着用する 

⑤ 休日の過ごし方 

・不要不急の外出は避ける 

・やむを得ず外出するときは可能な限りマスクを着用し、 

帰宅したら手洗い・うがい・消毒を徹底する 

行事については以下のとおり 

 5月の余暇活動は中止 

5月2日(土) バーベキュー 

5月 23日(土) 

 5月予定の就労の日帰り旅行 

は延期（時期未定） 

 4月・5月のグループホーム 

外出は中止 

※6月以降については、社会情勢

や新型コロナウィルスの感染状

況を踏まえて検討していきます 

桜の時季も終わりに近づき、新緑が鮮やかな季節となりました。シーモックの周りでは、田植えも始まっ

ています。そんないつもの景色の中、令和2年度がスタートしました。 

新型コロナウィルス感染には、皆様も日々の生活に不安を抱え、苦慮されていることと思います。しいの

木会も「いつも通り」といかない事が多く生じています。数か月前、まさか世界中がこんなに大変なことに

なるとは思ってもみませんでした。私達は、常に利用者さんと向き合い、寄り添いながら仕事をしています。

職員一同、より一層徹底した予防策を講じながら、一日も早く収束してくれることを祈るばかりです。しか

し、立ち止まってはいられません。いつもと違う毎日をどう過ごし、乗り越えていくのか…。 

今、私たちひとりひとりが試されているように感じます。 

不透明感漂う中での新年度の始まりとなりましたが、皆様のお力をお借りしながら、しいの木会は事業に

取り組んでまいります。どうぞ、ご支援、ご協力をお願いいたします。     理事長 渡邊 理香 

しいの木会の皆様には 12 年間大変お世話になりました。この度 3 月末をもって

退職させていただきました。それ以前の 34 年間の職業生活では体験することが出

来なかった、充実した貴重な時間を過ごさせていただきました。一方で、私に残さ

れた限られた時間からくる焦りも一方ならぬもので、そこから生じたせっかちな

数々の無礼についてお詫び申し上げます。 

多くの宿題を残したまま、コロナ騒動のこの時期に法人を去ることは責任を放棄するようで心苦しさ

もありますが、もはや高齢者に何ができるものでもありません。ただひたすら、しいの木会がこの地域

での役割を果たしていくことを願い、関係する皆様のご多幸を祈るばかりです。 

ありがとうございました、紙面よりお礼申し上げます。             上田 一郎 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもより早いこの日、2名の新利用者さんの歓迎会を行い、 

高野さんが立派に司会を務めてくれました。 

スライドショーは、みんなで笑いながら楽しく鑑賞しました。 

ゲストに、2019けん玉世界チャンピオン！ 

モッティこと本橋洋斗さん。けん玉の説明や基本的な技、 

『大皿』という技のコツを分かりやすく教えてくれました。 

いざ挑戦してみるとなかなか難しく、出来るようになるとうれ

しそうに喜んでいました。 

続いて、モッティが曲に合わせて演技を披露してくれました。

目の前で繰り広げられるすばらしい技にみんな釘づけになり、 

感嘆の声が何度もあがっていました。 

 『いつも通り』とはいかない状況の中での会となりましたが、

みんなが楽しめ笑顔となりましたでしょうか・・・。 

新利用者さんもみんなも一緒に、様々な状況を乗り越えてい

こうと思います。       （支援員 遠藤 利奈） 

 

昨年の6月から仲間に加わった土屋正行さんを、

みんなでケーキを食べて歓迎しました。 

土屋さんはイチゴのケーキを選び、満面の笑みを

浮かべていました。他の利用者さん達もそれぞれ選

んだケーキを美味しそうに食べていました。 

土屋さんは、散歩が大好きで、鳥や花を見つける

と指差して教えてくれたり、遅くなった人を待って

いてくれたり、気遣いされる優しい人柄です。 

（支援員 齋藤 光恵） 

 

 

市原消防署員のご指導のもと、避難訓練・消火器訓練（職員

のみ）を行いました。 

事前に告知していたこともあり、とても落ち着いて避難する

ことが出来ました。 

消火器訓練が初めての職員も多く、私自身は２度目でしたが

忘れている事もあり、とても良い勉強になりました。 

今回教えていただいた事を忘れずに今後に役立てていこう

と思います。 

（支援員 西村 紀子） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん、よろしくお願いします 
 

【新職員】 袋室 杉 みゆき さん 
 

 GH 永野 美知子さん 

 GH 楠原 明美 さん 

📌 東進工業 様 カレンダー 寄附金 ありがとうございます マスク ありがとうございます 

4月 10日 森岡 治雄 様が 

逝去されました 

ご冥福をお祈りします 

パン生地を思い思いに成形し、チョコでデコレ

ーション。焼き上がるまで待つこと 10 分・・・

オリジナルクリームパンの完成！好きな絵や文字

を書いた包み紙でラッピング。 

お土産のパンも受け取り、みんな笑顔で記念撮影。 

思い出に残る体験になりました。 

（支援員 石井 哲也） 

苺狩りから急遽変更となったパフェ作り、

各班に分かれていざ挑戦！ 

大きなカップを手に「もっと生クリーム入

れたい」「イチゴは何個にしようかな？」等々、

みんなでワイワイやっているうちに個性あふ

れるパフェのできあがり!! 

早速いただくと「あら、おいしい」(^_^)v

超お腹いっぱいになりました。 

お世話になりました 
【退職職員】 上田 一郎 さん 

 栗原 奈美 さん 

 関根 徹 さん 

 吉野 弘美 さん 

 

 


